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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　制御チャネル要素（ＣＣＥ）ベースのインプリシットな指示の選択的な使用のための方
法であって、
　共通の時間－周波数リソースに割り当てられたマルチユーザ要素（ＵＥ）の数が、前記
共通の時間－周波数リソースにおけるリソースブロックの数より大きいか否かを判定する
ステップと、
　前記共通の時間－周波数リソースに割り当てられたＵＥｓの数が、前記共通の時間－周
波数リソースにおけるリソースブロックの数より大きい場合に、第１応答バンク内の応答
チャネル上の応答及び第２応答バンク内の応答チャネル上の応答を、前記共通の時間－周
波数リソースに割り当てられた前記ＵＥｓの各々に送信するステップと、を含み、
　前記共通の時間－周波数リソースに割り当てられた前記ＵＥｓの第１部分が、前記第１
応答バンク内の前記応答チャネル上の前記応答を受信し、前記共通の時間－周波数リソー
スに割り当てられた前記ＵＥｓの第２部分が、前記第２応答バンク内の前記応答チャネル
上の前記応答を受信する方法。
【請求項２】
　アップリンクスケジュール付与（ＵＬ　ＳＧ）を前記共通の時間－周波数リソースに割
り当てられた一つ以上の前記ＵＥｓに送信するステップを更に備え、前記ＵＬ　ＳＧｓが
物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を構成する物理チャネル上で送信され、前
記物理チャネルが一つ以上の制御チャネル要素（ＣＣＥ）を備える、請求項１に記載の方
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法。
【請求項３】
　前記共通の時間－周波数リソースの前記第２部分の各ＵＥにＵＬ　ＳＧを送信するステ
ップを更に備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１応答バンク内の応答チャネル上の応答を、前記共通の時間－周波数リソースに
割り当てられたＵＥｓの各々に送信するステップが、前記ＵＥに配分されたリソースブロ
ックの位置及び前記ＵＥに割り当てられたＳＤＭＡインデックスに基づき、前記第１応答
バンク内の応答チャネル上の応答を送信するステップを更に備える、請求項１に記載の方
法。
【請求項５】
　前記ＵＥに割り当てられた一つ以上のリソースブロックが、前記共通の時間－周波数リ
ソースの第１のリソースブロックのＮ個のリソースブロック内である場合に、アップリン
クスケジュール付与（ＵＬ　ＳＧ）を前記共通の時間－周波数リソースに割り当てられて
いないＵＥに送るステップを更に備え、Ｎは、前記共通の時間－周波数リソースに割り当
てられたＵＥｓの数と等しく、前記ＵＥに対する前記ＵＬ　ＳＧが物理ダウンリンク制御
チャネル（ＰＤＣＣＨ）を構成する物理チャネル上で送信され、前記物理チャネルは一つ
以上の制御チャネル要素（ＣＣＥ）を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第２応答バンク内の応答チャネル上の応答を前記ＵＥに送信するステップを更に備
える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＵＬ　ＳＧを含む前記物理チャネルのＣＣＥのインデックスは、前記応答を受信す
るための前記ＵＥに対する前記応答チャネルを示す、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記共通の時間－周波数リソースに割り当てられた前記ＵＥｓの各々へ送信するステッ
プが、前記ＵＬ　ＳＧを送信するために使用される物理チャネルの位置に基づいて、前記
第２応答バンク内の応答チャネル上の応答を送信するステップを更に備える、請求項２に
記載の方法。
【請求項９】
　前記物理チャネルの第１のＣＣＥのインデックスは、前記共通の時間－周波数リソース
の前記第２部分のＵＥに対する前記応答チャネルを示す、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記物理チャネルの最後のＣＣＥのインデックスは、前記共通の時間－周波数リソース
の前記第２部分のＵＥに対する前記応答チャネルを示す、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＵＬ　ＳＧを含む前記物理チャネルのＣＣＥのインデックスは、前記共通の時間－
周波数リソースの前記第２部分のＵＥに対する前記応答チャネルを示す、請求項８に記載
の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、２００７年８月１６日に出願された米国特許仮出願６０／９５６，３３４号明
細書の利益を主張し、その内容が参照として本願に組み込まれる。
　特許請求の範囲の主題は、応答（ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）の管理に関し、よ
り詳細には、制御チャネル要素（ＣＣＥ）ベースのインプリシットな指示の選択的使用を
通しての応答の管理に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線産業における一般的な動向が、ブロードバンド通信に向いている。特に、第三世代
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移動体通信システムの標準化団体（３ＧＰＰ：Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａ
ｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）の基準である、ＬＴＥは、セルラー方式第三世代
（３Ｇ）サービスにおいて、今後、次のステップとなる。当業者に公知であるように、Ｌ
ＴＥの使用を通じて、基地局は、マルチユーザ要素（ＵＥ）、すなわち移動局をサポート
でき、特にマルチユーザ多重入力・多重出力（ＭＵ　ＭＩＭＯ）として称される技術を通
してサポートされる。この構成において、基地局へのマルチユーザの送信が適切に受信さ
れたか否かを判定することをＵＥｓに可能とさせるために、ダウンリンク（ＤＬ）チャネ
ル上で肯定応答（ＡＣＫ）又は否定応答（ＮＡＣＫ）を含む応答をＵＥｓへ提供すること
が基地局に必要となる。
【０００３】
　しかしながら、ＤＬ上のＡＣＫｓ又はＮＡＣＫｓを使用してＵＥｓに応答するために必
要とされるオーバーヘッドを制限することが望まれる。貴重なリソースの使用を最小限に
するための一つの方法は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫチャネルバンク（ＡＣＫ／ＮＡＣＫバンク）
を設けることである。ＡＣＫ／ＮＡＣＫチャネルバンクは、ＬＴＥのＤＬチャネルにおけ
るサブフレームの制御領域に含まれ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を各スケジュールされたＵＥ
に伝達するための一組の周波数リソース（副搬送波又は周波数ビン（ｂｉｎｓ）又はトー
ン（ｔｏｎｅｓ）とさらに称されるリソース要素）である。ＵＥｓは、基地局へのＵＥｓ
の送信が適切に受信されたか否かを判定するために、ＡＣＫ／ＮＡＣＫバンクを参照しな
ければならない。しかしながら、有意には、サブフレームにおいて配分されたＭＵ－ＭＩ
ＭＯリソース上でのＵＥｓの多重化に関与する曖昧性（ａｍｂｉｇｕｉｔｙ）のために、
多重化ＡＣＫ／ＮＡＣＫバンク上で構築及び送信する必要があり、それは貴重な周波数帯
域幅の浪費となる。
【発明の概要】
【０００４】
　制御チャネル要素（ＣＣＥ）ベースのインプリシットな指示の選択的な使用のための方
法が、本明細書に記載される。本方法は、マルチユーザ多重入力・多重出力（ＭＵ－ＭＩ
ＭＯ）グループ内の多数のマルチユーザ要素（ＵＥ）が、このＭＵ－ＭＩＭＯグループに
配置されたリソースブロックの数より大きいか否かを判定するステップを含むことができ
る。ＭＵ－ＭＩＭＯグループ内のＵＥｓの数が、ＭＵ－ＭＩＭＯグループに配置されたリ
ソースブロックの数より大きい場合に、本方法は、第１応答バンク内の応答チャネル上の
応答及び第２応答バンク内の応答チャネル上の応答をＭＵ－ＭＩＭＯグループのＵＥｓの
各々に送信するステップを更に含むことができる。ＭＵ－ＭＩＭＯグループの複数のＵＥ
ｓの第１部分は、第１応答バンク内の応答チャネル上の応答を受信でき、ＭＵ－ＭＩＭＯ
グループの複数のＵＥｓの第２部分は、第２応答バンク内の応答チャネル上の応答を受信
できる。
【０００５】
　この方法は、アップリンクスケジュール付与（ＵＬ　ＳＧ）をＭＵ－ＭＩＭＯグループ
内の一つ以上のＵＥｓに送信するステップを更に含むことができる。複数のＵＬ　ＳＧｓ
は、物理チャネルが一つ以上の制御チャネル要素（ＣＣＥ）を含む物理ダウンリンク制御
チャネル（ＰＤＣＣＨ）を構成する物理チャネル上で送信される。この方法は、ＵＬ　Ｓ
ＧをＭＵ－ＭＩＭＯグループの第２部分の各ＵＥに送信するステップを更に含むことがで
きる。
【０００６】
　更に、第１応答バンク内の応答チャネル上の応答を送信するステップは、ＵＥに配分さ
れたリソースブロックの位置及びＵＥに割り当てられたＳＤＭＡインデックスに基づいて
、第１応答バンク内の応答チャネル上の応答を送信するステップを更に含むことができる
。この方法は、一つ以上のその配分されたリソースブロックが、ＭＵ－ＭＩＭＯグループ
のリソースブロック配分の第１のリソースブロックのＮ個のリソースブロック内であれば
、アップリンク・スケジュール付与を非ＭＵ－ＭＩＭＯ　ＵＥに送るステップを更に含む
ことができる。値Ｎが、ＭＵ－ＭＩＭＯグループ内のＵＥｓの数と等しくでき、ＵＬ　Ｓ
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Ｇが、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を構成する物理チャネル上で送信さ
れる。物理チャネルは、一つ以上の制御チャネル要素（ＣＣＥ）を含む。
【０００７】
　この方法は、第２応答バンク内の応答チャネル上の応答を送信するステップを更に含む
。ＵＬ　ＳＧが含まれる物理チャネルのＣＣＥのインデックスは、応答を受信するための
非ＭＵ－ＭＩＭＯ　ＵＥの応答チャネルを示す。
【０００８】
　一つの構成において、第２応答バンク内の応答チャネル上の応答を送信するステップは
、ＵＬ　ＳＧを送信するために使用される物理チャネルの位置に基づいて、第２応答バン
ク内の応答チャネル上の応答を送信するステップを更に含む。一例として、物理チャネル
の第１のＣＣＥのインデックスは、応答を受信するためのＭＵ－ＭＩＭＯグループの第２
部分におけるＵＥの応答チャネルを示す。別例として、物理チャネルの最後のＣＣＥのイ
ンデックスは、応答を受信するためのＭＵ－ＭＩＭＯグループの第２部分におけるＵＥの
応答チャネルを示す。更に別例として、ＵＬ　ＳＧが含まれる物理チャネルのＣＣＥのイ
ンデックスは、応答を受信するためのＭＵ－ＭＩＭＯグループの第２部分のＵＥに対する
応答チャネルを示す。
【０００９】
　マルチユーザ多重入力・多重出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）グループの一部であるユーザ要素
（ＵＥ）において、ＣＣＥベースのインプリシットな指示の選択的な使用のための別の方
法が、本明細書に更に記載される。この方法は、ＭＵ－ＭＩＭＯ配置のリソースブロック
の数が、ＵＬ　ＳＧに提供されたインデックスの数未満である時に、リソースブロックの
配分に関する情報を含むＵＬ　ＳＧを、物理チャネル上で基地局から受信するステップを
含むことができ、この受信に応答して、リソースブロック配分に従って基地局にデータを
送信するステップを含むことができる。この方法は、第１応答バンク内の応答チャネル上
の応答及び第２応答バンク内の応答チャネル上の応答を基地局から受信するステップ及び
、ＵＬ　ＳＧに使用される物理チャネルの位置に基づいて適切な応答チャネルを判定する
ステップを更に含むことができる。
【００１０】
　この方法は、ＵＬ　ＳＧに提供されたインデックスが、ＭＵ－ＭＩＭＯグループ配置内
のリソースブロックの数より大きいか否かに基づいて、応答バンクを判定するステップを
更に含むことができる。一例として、物理チャネルは、物理ダウンリンク制御チャネル（
ＰＤＣＣＨ）の一部であり、この物理チャネルは、一つ以上の制御チャネル要素（ＣＣＥ
）を含む。
【００１１】
　一つの構成において、物理チャネルの第１のＣＣＥのインデックスは、応答を受信する
ためのＭＵ－ＭＩＭＯグループのＵＥの応答チャネルを示す。別の構成において、物理チ
ャネルの最後のＣＣＥのインデックスは、応答を受信するためのＭＵ－ＭＩＭＯグループ
内のＵＥの応答チャネルを示す。更に別の構成において、ＵＬ　ＳＧが含まれる物理チャ
ネルのＣＣＥのインデックスは、応答を受信するためのＭＵ－ＭＩＭＯグループのＵＥに
対する応答チャネルを示す。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】ＭＵ－ＭＩＭＯ通信システムの例を説明する図。
【図２】リソースブロックの例を説明する図。
【図３】ＵＬ　ＳＧの例を説明する図。
【図４】ＭＵ－ＭＩＭＯ通信システムにおけるリソース配分の例示の方法を説明する図。
【図５】ＵＬサブフレーム、ＳＤＭＡインデックス、ＤＲＳフォーマットブロック及び応
答バンクの例を説明する図。
【図６】ＣＣＥベースのインプリシットな指示の選択的な使用の方法を説明する図。
【図７】ＣＣＥベースのインプリシットな指示の例を説明する図。
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【図８】リソース配分及びダウンリンク応答送信の例を説明する図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　新規性を有すると考えられる本願の特徴は、添付の特許請求の範囲に詳細に記載される
。更に本発明の目的及び利点となる発明は、以下の記載を参照することにより最良として
理解され、添付図面に関して最良として考慮され、いくつかの図において、同様の参照符
号が同様の要素を指し示す。
【００１４】
　本明細書が新規性を有するものと考えられる本願発明の特徴を規定する特許請求の範囲
を説明する一方で、同様の参照符号が同様の要素を指し示す各図面と関連して、以下の記
載を考慮することにより、本願発明がより良く理解されると考える。
【００１５】
　必要とされるように、特許請求の範囲の主題の詳細な実施形態が、本明細書に開示され
るが、開示された実施形態は単に例示であり、様々な形態として具体化できることが理解
されよう。従って、本明細書に開示された特定の構造及び機能的な詳細が、制限として解
釈されないが、単に特許請求の範囲の基準及び当業者が特許請求の範囲に記載された主題
を事実上任意の適切な詳細な構造として様々に使用する教示となるような代表的な基準と
して解釈される。更に、本明細書において使用される用語及びフレーズは制限することを
意図するものではなく、むしろ平易な記載を提供することを意図する。
【００１６】
　本明細書において使用される用語「一つの」は、一つ又は一つ以上として定義される。
本明細書において使用される用語「複数の」は、二つ又は二つ以上として定義される。本
明細書において使用される用語「別の」は、少なくとも第２の又はそれより多いとして定
義される。本明細書において使用される用語「含む」及び／又は「有する」は、「備える
」（すなわち、オープン言語である）として定義される。本明細書において使用される用
語「接続された」は、接続されるとして定義されるが、必ずしも直接的に接続されるもの
ではなく、必ずしも機械的に接続されるものでもない。用語「ユーザ要素」は、通信信号
を受信する及び／又は送信する能力がある任意の携帯用構成要素又は携帯用構成要素のグ
ループである。「基地局」は、無線信号をユーザ要素と交換する能力がある任意のインフ
ラストラクチャ構成要素である。
【００１７】
　「送受信機」は、無線信号を適した媒体上で受信する又は送信する能力がある任意の構
成要素又は構成要素のグループである。用語「データ」は、無線媒体上で送信された任意
の形式の情報を意味する。「スケジューラ」は、任意の適した形態のハードウェア、ソフ
トウェアまたはこれらの組合せを使用して本明細書の記載に従ってリソースを配分する能
力がある任意の構成要素又は構成要素のグループを含む。「プロセッサ」は、任意の適し
た形態のハードウェア、ソフトウェア、又はこれらの組合せを使用して、本明細書の記載
に従って、基地局からの配分情報を処理することの可能な構成要素又は構成要素のグルー
プとして定義できる。
【００１８】
　用語「アップリンク」は、ユーザ要素から基地局への送信を意味する一方で、用語「ダ
ウンリンク」は、基地局からユーザ要素への送信を意味する。更に、用語「多重入力・多
重出力」は、多重送信アンテナ及び多重受信アンテナが配置されるシステム又は技術を意
味する。「マルチユーザ多重入力・多重出力通信システム」は、複数のＵＥｓが同じ時間
周波数リソース上で送信可能な無線通信システムを意味する。「応答」は、送信された信
号が正確に受信されたか否かについての任意の指標を意味する。更に、「応答チャネル」
は、応答を伝達する任意の媒体を意味する。
【００１９】
　ＭＵ－ＭＩＭＯ通信システムにおけるリソースの配分のための方法及びシステムが、本
明細書に記載される。この方法は、複数のＵＥｓがＭＵ－ＭＩＭＯグループを形成するリ
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ソースブロックの配分に関する情報を含むＵＬ　ＳＧを、ＤＬチャネル上で複数のＵＥｓ
に送信するステップを含むことができる。ＭＵ－ＭＩＭＯグループの各ＵＥは、第１のパ
ケット送信のためにそれ自身の固有のＵＬ　ＳＧを受信できる。この方法は、リソースブ
ロックの配分に従ってＵＬチャネル上で複数のＵＥｓからデータを受信するステップと、
このデータを受信することに応答して、このデータが正確に受信されたか否かについての
指標を与える応答を、単一の応答バンク内の応答チャネル上で複数のＵＥｓに送信するス
テップとを更に含むことができる。この処理は、多重応答バンクを必要とするシステムと
比較すると、ＤＬオーバーヘッドを減少させ、単一応答バンクを考慮したＤＬ帯域幅を同
時に維持する。
【００２０】
　図１を参照すると、ＬＴＥ基準に従って動作するＭＵ－ＭＩＭＯ通信システム１００は
、基地局１１０が複数のＵＥｓ１３０と無線通信中であるとして示される。特に、基地局
１１０は、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）変調スキームを使用して、ＤＬチャネ
ル上で複数のＵＥｓ１３０と通信できる。さらに、複数のＵＥｓ１３０は、単一搬送波周
波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）技術を使用して、アップリンクチャネル上で基地局
１１０と通信できる。しかしながら、特許請求の範囲の主題は、他の適切な変調スキーム
及びプロトコルが利用され得るように、これらの例示に必ずしも制限されないことが理解
される。
【００２１】
　基地局１１０は、互いに接続できる送受信機１２０及びスケジューラ１２５を含むこと
ができる。さらに、複数のＵＥｓ１３０は、送受信機１３５に接続された送受信機１３５
及びプロセッサ１４０を含むことができる。所望される場合に、複数のＵＥｓ１３０は、
ＭＩＭＯシステムの一部を形成できる多重アンテナ１４５を更に含むことができる。一つ
の構成において、送受信機１２０は、リソースブロックの配分に関する情報を含むＵＬ　
ＳＧを、ＤＬチャネル上で複数のＵＥｓ１３０に送信できる。スケジューラ１２５は、Ｕ
Ｌ　ＳＧを生成できる。その後に、複数のＵＥｓ１３０は、ＵＬ　ＳＧによって示される
リソースブロック配分に従って基地局１１０にデータを送信し得る。このデータを受信す
ることに応答して、スケジューラ１２５は、応答バンク内の応答チャネル上で、送受信機
１２０が複数のＵＥｓ１３０に送信可能な応答を生成できる。複数のＵＥｓ１３０は、基
地局１１０が以前の送信データを正確に受信したか否かを判定するためにこの送信を信頼
することができる。
【００２２】
　当業者に公知であるように、ＭＵ－ＭＩＭＯシステムに使用される複数のＵＥｓ１３０
は、共通の配分リソースを共有し又は同リソース上で多重化され得る。従って、複数のＵ
Ｅｓ１３０は、ＭＵ－ＭＩＭＯグループ１５０を形成し得る。この記載の説明のために、
ＭＵ－ＭＩＭＯグループは、共通の時間－周波数リソース上で多重化される二つ以上のＵ
Ｅｓのセットを意味する。一つの特定の構成において、ＭＵ－ＭＩＭＯグループは、少な
くとも四つのＵＥｓを含むことができる。以下に説明されるように、本明細書に記載され
る処理は、応答バンク中のチャネル割当てに関してＭＵ－ＭＩＭＯグループに存在し得る
曖昧性（ａｍｂｉｇｕｉｔｉｔｙ）に適応し得る。
【００２３】
　図２を参照すると、いくつかのリソースブロック２３０の例が示される。当業者に公知
であるように、リソースブロックは、ＵＥに割り当てられる時間－周波数配分であり且つ
、基地局１１０のスケジューラ１２５等のスケジューラによって割り当てられたリソース
配分の最も小さい要素として定義できる。リソースブロック２３０は、約０．５ミリ秒（
ｍｓｅｃ）の長さであるとともにサブフレーム２１５の一部であるスロット２２０上を延
びる。サブフレーム２１５は、その継続時間が略１．０ｍｓｅｃである。リソースブロッ
ク２３０は、使用されるサイクリックプレフィックス（ｃｙｃｌｉｃ　ｐｒｅｆｉｘ）の
タイプに応じて、６つ又は７つのシンボルを含み、リソースブロック２３０は、１２の副
搬送波２４０を含み得る。この例において、通常のサイクリックプレフィックスが使用さ
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れ、従って、６つのシンボルがリソースブロック２３０に含まれる。この例において、Ｄ
Ｌ帯域幅は、２５のリソースブロック２３０をもたらす、約５ＭＨｚとされ得る。しかし
ながら、特許請求の範囲の主題は、この特定の帯域幅に制限されず、他の適した範囲に適
用し得ることに留意しなければならない。
【００２４】
　このリソースブロック２３０は、一つのシンボルの期間における単一の副搬送波２４０
を表す、いくつかのリソース要素２３５を含む。当業者に公知であるように、基準シンボ
ルが、６つの副搬送波２４０毎等に周期的に送信でき、且つ時間及び周波数の両方におい
てずらして配置され得る。このパターンは、ＤＬ送信用である。これらの基準シンボルは
、リソースブロック２３０中において、（適切な下付き符号を有する）文字「Ｒ」で指定
される陰影付きのリソース要素として表され、残りの副搬送波２４０についてのチャネル
応答を予測するために使用できる。当業者に公知であるように、多重アンテナが使用され
るＭＩＭＯシステムに対して、各リソースブロック２３０は、特定のアンテナに割り当て
られた基準シンボルを含むことができる。例えば、左側のリソースブロック２３０は、第
１の送信アンテナについての基準シンボルＲ１を含む一方で、右側のリソースブロック２
３０は、第２の送信アンテナについての基準シンボルＲ２を含む。「Ｘ」で指定されたリ
ソース要素２３５は、多重基準信号が別のアンテナから送信されることを考慮して、その
特定のリソースブロック２３０のために使用されないリソース要素２３５を示す。
【００２５】
　基準シンボルのシーケンシャルな送信及び送信アンテナに割り当てられていない他の基
準シンボルを無効にすることは、ＤＬの変調基準シンボル（ＤＲＳ）フォーマットとして
参照される。例えば、図２の左側のリソースブロック２３０のＤＲＳフォーマットが、値
「０」を有する一方で、右側のブロック２３０のＤＲＳフォーマットは、値「１」を有す
る。後で説明されるように、ＵＬ送信について、基準シンボルは、各スロットの４番目の
シンボルで送信される。
【００２６】
　図３を参照すると、ＵＬ　ＳＧ３００の例が示される。当業者に公知であるように、Ｕ
Ｌ　ＳＧ３００が、ＤＬチャネル上で複数のＵＥｓ１３０（図１参照）に送信され且つ、
データを基地局１１０に送信するために複数のＵＥｓ１３０によって使用されるリソース
配分を含むことができる。上述のように、ＵＬ　ＳＧが、リソース配分に関する情報を伝
えることができる要素として定義できる。一つの構成において、ＵＬ　ＳＧ３００は、ユ
ーザ識別（ＩＤ）ブロック３１０、時間／周波数リソース割当てブロック３２０及び空間
分割多元接続（ＳＤＭＡ）インデックス３３０を含むことができる。ユーザＩＤブロック
３１０は、適切な複数のＵＥｓ１３０を識別し、且つ時間／周波数リソース割当てブロッ
ク３２０は、データを関連するＵＬチャネル上で送信するためにどのリソースを使用する
のかを複数のＵＥｓ１３０が判定することを可能とする。以下に説明されるように、ＳＤ
ＭＡインデックス３３０は、ＭＵ－ＭＩＭＯグループの各ＵＥ１３０によるＤＲＳアップ
リンク送信が直交するような固有の循環シフト（ｃｙｃｌｉｃ　ｓｈｉｆｔ）を有する特
定のＤＲＳフォーマット（図５参照）を指示できる。
【００２７】
　図４を参照すると、リソース配分のための方法４００が示される。この方法４００を説
明するために、図１～３を参照すると、方法４００が任意の他の適した変調スキーム又は
プロトコルを使用する任意の他の適したシステム又は構成要素において実施されることを
理解されねばならない。方法４００に記載される処理の例を示す図５をさらに参照された
い。方法４００の各ステップは、数字によって表される特定の並びに制限されない。さら
に、任意のこれらの方法は、図面に示されるより多数のステップ又はより少数のステップ
を有する。
【００２８】
　ステップ４１０において、指示値が、一つ以上のＵＥｓと関連するインデックスに割り
当てられ、ステップ４２０において、ＵＬ　ＳＧが、ＤＬチャネル上で複数のＵＥｓに送
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信される（すなわち、区別されるＵＬ　ＳＧが各ＵＥに送信される）。データは、ステッ
プ４３０に示されるように、次にＵＬ　ＳＧに従ってＵＬチャネル上で受信され得る。例
えば、基地局１１０は、ＭＵ－ＭＩＭＯグループ１５０を構成する複数のＵＥｓ１３０に
指示値を割り当て、これらの指示値が、ＳＤＭＡインデックス３３０に含まれる。より詳
細な例として、四つのＵＥｓ１３０は、ＭＵ－ＭＩＭＯグループ１５０を形成し、基地局
１１０は、図５のＳＤＭＡインデックス３３０に示されるように、セット０，１，２，３
からの値を複数のＵＥｓ１３０に割り当てることができる。基地局１１０は、これらの値
を複数のＵＥｓ１３０に適宜に割り当てること又は、一つ以上のＵＥｓ１３０のより好ま
しいＤＲＳフォーマットに基づいてこれらの値を割り当てることができる。
【００２９】
　その後、基地局１１０は、ＵＬ　ＳＧ３００をＤＬチャネル上でＭＵ－ＭＩＭＯグルー
プ１５０の複数のＵＥｓ１３０に送信できる。以前に指摘したように、ＵＬ　ＳＧ３００
は、リソースブロック２３０の配分等のリソース配分に関する情報を含むことができる。
一旦複数のＵＥｓ１３０がＵＬ　ＳＧｓ３００を受信すると、複数のＵＥｓ１３０はＵＬ
　ＳＧｓ３００のリソースブロック２３０配分に従って基地局１１０にデータを送信し、
基地局１１０は同データを受信及び処理して、適したチャネル状態を推測する。この特定
の例において、ＭＵ－ＭＩＭＯグループ１５０の四つのＵＥｓ１３０は、図５のＵＬサブ
フレーム５１０においてＲＢｓ５～８として指定される四つのリソースブロック２３０を
配分される。当業者に公知であるように、このリソース共有は、ＭＵ－ＭＩＭＯ通信シス
テムと関連する。
【００３０】
　さらに、ＳＤＭＡインデックス３３０は、ＭＵ－ＭＩＭＯグループ１５０の特定のＵＥ
１３０についてＤＲＳフォーマット５４０を指示できる。上述に説明されるように、ＵＬ
送信のために、基準シンボルが、ＵＬサブフレーム５１０において陰影が付けられた垂直
部分によって表される、各スロットの４番目のシンボルで送信される。複数のＵＥｓ１３
０の多重化を考慮して干渉を回避するために、ＤＲＳフォーマット５４０は、複数のＵＥ
ｓ１３０によって使用されるべき循環シフトを指示できる。例えば、ＳＤＭＡインデック
ス３３０において値「０」が割り当てられたＵＥ１３０は、そのＤＲＳフォーマット５４
０もまた、図５において指示される値「０」になることを判定できる。この割り当ては、
基準シンボルとして送信される公知のパターンの循環シフトの値「０」に対応する。同様
に、インデックス３３０において値「１」が割り当てられたＵＥ１３０は、同様に、その
ＤＲＳフォーマットが値「１」となることを判定できる。
【００３１】
　図４を再び参照すると、ステップ４４０において、データを受信することに応答して、
単一応答バンク内の応答チャネル上で、データが正確に受信されたか否かについての指標
を提供可能な応答が、複数のＵＥｓに送信される。例えば、基地局１１０がデータを受信
すると、スケジューラ１２５は、応答バンク５５０内の応答チャネル上でＭＵ－ＭＩＭＯ
グループ１５０の複数のＵＥｓ１３０に送信される応答を生成できる。物理ＨＡＲＱイン
ジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）バンクとして更に参照される応答バンクは、特定の送信
が正しく受信されたか否かについての指標を含むことができる任意の要素として定義でき
る。この例において、応答バンク５５０は、ＡＣＫｓ又はＮＡＣＫｓを伝える一組のチャ
ネルを含むことができる。この例において、２５個のリソースブロック２３０があるので
、図５に示されるような応答バンク５５０は、複数のＵＥｓ１３０からの送信を参照する
２５個の応答チャネルも含み得る。これらの応答チャネルは、ＰＨＩＣＨとして更に参照
され得る。
【００３２】
　上述のように、共有リソースは、ＭＵ－ＭＩＭＯシステムにおいて共通する。従って、
複数のＵＥｓ１３０が応答バンク５３０におけるどの箇所（すなわちチャネル）を特定の
ＵＥ１３０に適用するのかを判定するに際して幾らかの曖昧性（ａｍｂｉｇｕｉｔｙ）が
存在する。すなわち、ＲＢ５～ＲＢ８とラベルされるリソースブロック２３０を共有して
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いる複数のＵＥｓ１３０は、応答チャネル５～８のいずれを応答バンク５５０においてモ
ニターするのかを確信できない。
【００３３】
　この欠点を克服するために、ＭＵ－ＭＩＭＯグループ１５０中の多重化された複数のＵ
Ｅｓ１３０は、応答バンク５５０におけるどのチャネルを応答についてモニターするのか
を判定するために、ＳＤＭＡインデックス３３０及びリソースブロック２３０の配分を参
照する。例示のように、この場合において、リソースブロック５～８がこの特定のＭＵ－
ＭＩＭＯグループに配分されていることが、ＵＬ　ＳＧ３００から公知である。複数のＵ
Ｅｓ１３０は、この配分における第１のリソースブロックを表す値「５」を加え、応答バ
ンク５５０における適切なチャネルを判定するために、その値「５」をＳＤＭＡインデッ
クス３３０からの固有の値に加える。例えば、ＳＤＭＡインデックス３３０において値「
０」が割り当てられたＵＥ１３０は、バンク５５０中のその割り当てられた応答チャネル
がチャネルＡ／Ｎ５であることを判定するために、この値と値「５」とを組み合わせるこ
とができる。同様の方法において、インデックス３３０における値「１」を有するＵＥ１
３０は、その割り当てられたチャネルがＡ／Ｎ６、すなわち値「１」＋値「５」であるこ
とを判定できる。この配分における第１のリソースブロックはチャネルを判定するための
基準位置として機能し得るが、本願発明がそのように制限されるものではなく、第２の又
はその後のリソースブロックがこの機能を発揮でき得ることに留意しなければならない。
【００３４】
　上述の処理を実施するために、リソースブロック配分におけるリソースブロック２３０
の数は、ＭＵ－ＭＩＭＯグループ１５０におけるＵＥｓ１３０の数以上にできる。例えば
、ここで記載されるＭＵ－ＭＩＭＯグループ１５０が四つの多重化されたＵＥｓ１３０を
含むので、ＭＵ－ＭＩＭＯグループ１５０に配分されるリソースブロック２３０の数は、
四つ以上にできる。この制約は、応答バンク５５０における適切な応答チャネルへのＳＤ
ＭＡインデックス３３０の一対一のマッピングが存在することを保証して、必要な応答バ
ンク５５０を一つに制限する。
【００３５】
　上述の処理は、複数のＵＥｓ１３０からの適応ＨＡＲＱ及び非適応ＨＡＲＱ送信の両方
を更にサポートする。適応ＨＡＲＱ再送信は、第１のパケット送信又は以前の再送信につ
いて受信されたＵＬ　ＳＧに対する変更を示すために、ＵＬ　ＳＧを受信する。この変更
は、リソース配分又は変調及び符号化スキーム又は他の何らかの制御属性の変更であり得
る。非適応ＨＡＲＱ再送信は、ＵＬ　ＳＧを受信せず、パケットの第１の送信又は現在の
パケットの以前の再送信に対応するＵＬ　ＳＧからの受信情報を信頼する。
【００３６】
　上述の留意点のように、ＭＵ－ＭＩＭＯグループ１５０内の多重化されたＵＥｓ１３０
の数以上に、配分されたリソースブロック２３０の数を制限する制約は、応答バンク５５
０のどのチャネルをモニターするかの判定において複数のＵＥｓ１３０を案内するために
、ＳＤＭＡインデックス３３０をインプリシットポインタとして使用するのに有用である
。しかしながら、多重化されたＵＥｓ１３０の数が、実際に配分されたリソースブロック
２３０の数より大きくなるのは、特定の場合であり得る。この場合において、特定の数の
多重化されたＵＥｓ１３０において、モニターするために適正な応答チャネルを判定する
ために上述の処理を信頼することが有用であり得る。残りのＵＥｓ１３０については、代
替技術が、同ＵＥｓを、それらの応答チャネルを正確に配置するために案内するように使
用される。
【００３７】
　図６を参照すると、ＣＣＥベースのインプリシットな指示の選択的な使用のための方法
６００が示される。この方法６００を説明するために、本明細書の他の図面を参照すると
、方法６００が、任意の他の適した変調スキーム又はプロトコルを使用する任意の他の適
したシステム又は構成要素によって実施できることを理解しなければならない。図７、図
８を更に参照すると、方法６００において説明される処理の例が示される。方法６００の
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各ステップは、図面に表される特定の並びに制限されない。更に、これらの方法のいくつ
かは、図面に示されるより多数のステップ又はより少数のステップを有することができる
。
【００３８】
　ステップ６１０において、基地局がＵＬ　ＳＧを、ＤＬサブフレーム上の物理ＤＬ制御
チャネル（ＰＤＣＣＨ）の異なる物理チャネル上で、一つ以上のＵＥｓに送信する。複数
のＵＥｓは、ＭＵ－ＭＩＭＯグループにおける複数のＵＥｓのサブセットである。ＰＤＤ
ＣＨ（図７における７１０）は、制御チャネル要素（ＣＣＥ）を形成するためにグループ
化され得る異なる時間－周波数リソース要素からなり得る。物理チャネルは、一つ以上の
ＣＣＥｓからなる。図７は、一組の８つのＣＣＥｓからの異なる数のＣＣＥを組み合わせ
ることによって得られた１７個の異なる可能性のある物理チャネルの例を示す。物理チャ
ネルは、任意の二つのＵＥｓの物理チャネルの間で重なりがないようにＰＤＣＣＨ上の複
数のＵＥｓに割り当てられる。
【００３９】
　ＵＬ　ＳＧに応答して、ステップ６２０において、基地局は、少なくとも一つのＵＥｓ
から、配分されたリソースブロックのデータを受信する。基地局は、次にこの受信したデ
ータに応答して、ステップ６２０において、応答バンク（ＰＨＩＣＨバンク、図７、７３
０）の応答チャネル上の応答を複数のＵＥｓに送信する。ＵＥに対する応答を送信するた
めに使用される応答チャネルは、ステップ６１０において、このＵＥに対してＵＬ　ＳＧ
を送信するために使用される物理チャネルの配置に基づくものである。一つの実施形態に
おいて、ＵＬ　ＳＧをこのＵＥに送信するために使用される物理チャネルの第１のＣＣＥ
のインデックスは、応答バンクにおいて使用するための応答チャネルを示す。
【００４０】
　図７における例について、ＣＣＥ１（図７における７２０）は、応答チャネル、ＰＨＩ
ＣＨ１と関連する一方で、ＣＣＥ２は、応答チャネル、ＰＨＩＣＨ２と関連し、ＣＣＥ３
は、応答チャネル、ＰＨＩＣＨ３と関連する。物理チャネル１，９，１３，１５，１７の
第１のＣＣＥはＣＣＥ１であり、従ってＰＨＩＣＨ１は、ＵＬ　ＳＧがこれらの物理チャ
ネル１，９，１３，１５又は１７のいずれか一つで送信されるＵＥのために使用される応
答チャネルである。同様に応答バンク内の応答チャネルＰＨＩＣＨ４は、物理チャネル４
又は１４（ＣＣＥ４は物理チャネル４、１４の第１のＣＣＥであり且つ、応答チャネル、
ＰＨＩＣＨ４と関連する）上でＵＬ　ＳＧを送信されたＵＥに対する応答を送信するため
に使用される。従って、応答バンク上の応答チャネルを指示することは、物理チャネルの
位置に基づくものであり、使用されるＣＣＥｓ上で順に行われる。
【００４１】
　一つの実施形態において、応答バンクの大きさは、ＰＤＣＣＨにおける可能性のあるＣ
ＣＥｓの数と略等しくなり得る。別の実施形態において、応答バンクの大きさは、与られ
たサブフレームにおいてサポートされ又はネットワークによってサポートされた各ＰＤＣ
ＣＨ候補のアップリンクサーチ領域において、ＰＤＣＣＨにおける可能性のあるＣＣＥｓ
の数の合計と略等しい。マルチユーザ多重入力・多重出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）通信システ
ムは、図４又は図６又はこれらの組合せのリソース配分を使用し得る。
【００４２】
　一つの実施形態において、ＭＵ－ＭＩＭＯグループ中のＵＥｓの数が、ＭＵ－ＭＩＭＯ
グループに配分されたＲＢｓの数より大きい場合に、リソース配分応答が、ＲＢベースの
ＰＨＩＣＨバンクを使用してＵＥｓのサブセットに、及びＣＣＥベースのＰＨＩＣＨバン
クを使用してＵＥｓの別のサブセットに送信される。
【００４３】
　別の実施形態において、ＳＤＭＡインデックスは、どのＣＣＥベースのＰＨＩＣＨバン
ク（与られた多重ＣＣＥベースのＰＨＩＣＨバンク及び非ＲＢベースのＰＨＩＣＨバンク
）が使用されるかを示すために使用でき又は、ＳＤＭＡインデックスは、ＣＣＥベースの
ＰＨＩＣＨバンクのより低い部分にドロップダウンするためにオフセットとして使用でき
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る。これは、ＣＣＥベースの指示のみについて可能となる。一つの実施形態において、Ｕ
ＥのＳＤＭＡインデックスがＭＵ－ＭＩＭＯリソース配分におけるＲＢｓの数より大きい
場合には、オフセットが、ＣＣＥベースのＰＨＩＣＨバンクの一部を配置するためにＣＣ
Ｅポインタに加えられる。ＣＣＥベースＰＨＩＣＨバンクの大きさは、この場合に拡張さ
れ得る。オフセットは、ＵＬ　ＳＧｓのために使用されるＰＤＣＣＨｓに配置されたＣＣ
Ｅｓの全数量と等しくできる（例えば、８つのＣＣＥｓが５ＭＨｚのＬＴＥ搬送波につい
てのＵＬ　ＳＧｓに配分され、従って、８つのＰＨＩＣＨが必要とされる）。別の実施形
態において、パラメータ値Ａは、「（パラメータ値）Ａ＝ＳＤＭＡインデックス－ＭＵ－
ＭＩＭＯリソース配分における最後のＲＢインデックス」であるか判定され、ＵＥのＳＤ
ＭＡインデックスが、ＭＵ－ＭＩＭＯリソース配分におけるＲＢｓの数より大きい場合に
は、次にどのＣＣＥベースのＰＨＩＣＨバンクをアクセスするかを判定するためにパラメ
ータＡの値を使用する（例えば、各バンクは、５ＭＨｚのＬＴＥ搬送波について８つのサ
イズとし得る）。多重ＣＣＥベースバンクは、一つの大きなＣＣＥベースバンクとして考
えることができる。例えば、一つの大きなＣＣＥベースバンクの大きさは、与られたサブ
フレームにおける全てのＵＬ　ＳＧ　ＰＤＣＣＨｓのために配置されたＣＣＥｓの全数量
より大きくすることができる。
【００４４】
　リソース配分及びダウンリンク応答送信のための別の実施形態が図８に示される。図８
において、基地局は、各ＵＥの第１のパケット送信についてのＭＵ－ＭＩＭＯリソース配
分を示すＭＵ－ＭＩＭＯグループ中のＭＵ－ＭＩＭＯ　ＵＥｓにアップリンクスケジュー
ル付与を送信する。このＭＵ－ＭＩＭＯグループにおける複数のＵＥｓは、それら（ＭＵ
－ＭＩＭＯ　ＵＥｓ）がスケジューリング付与を受信するときはいつでも、その応答チャ
ネル（ＰＨＩＣＨ）を配置するためにＣＣＥポインタベースのＰＨＩＣＨバンクを使用し
、そうでなければ、それら（ＭＵ－ＭＩＭＯ　ＵＥｓ）は、ＲＢポインタベースのＰＨＩ
ＣＨバンクを使用する。
【００４５】
　ＤＲＳフォーマット（循環シフト）を判定するために使用されるＳＤＭＡインデックス
が更にＵＬ　ＳＧによって示され、例えば、ＭＵ－ＭＩＭＯリソース配分における第１の
リソースブロックインデックスに加えられた時に、どのＲＢポインタベースのＰＨＩＣＨ
バンクにおけるＰＨＩＣＨインデックスが、対応するＵＬ　ＳＧを有さない再送信のため
の応答チャネル（ＰＨＩＣＨ）を配置するために使用されるかを判定する。再送信のため
に、基地局は、アップリンクスケジュール付与をＭＵ－ＭＩＭＯ　ＵＥｓに送ることがで
きず、ＭＵ－ＭＩＭＯ　ＵＥｓは、以前のＵＬ　ＳＧから判定されたＰＨＩＣＨインデッ
クスを使用する。一つ以上のその配分されたリソースブロックが、ＭＵ－ＭＩＭＯグルー
プリソースブロック配分の第１のリソースブロックのＮ個リソースブロック内である場合
に、ＵＬ　ＳＧｓは、ＭＵ－ＭＩＭＯグループではなくＵＥに送られる（例えば、別のＭ
Ｕ－ＭＩＭＯグループにおける非ＭＵ－ＭＩＭＯ　ＵＥ又はＭＵ－ＭＩＭＯ　ＵＥである
）。値ＮはＭＵ－ＭＩＭＯグループにおけるＵＥｓの数と等しくでき、ＵＬ　ＳＧは、物
理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を構成する物理チャネル上で送信される。物
理チャネルは、一つ以上の制御チャネル要素（ＣＣＥ）を備える。
【００４６】
　図８の例において、Ｎは８に等しい。応答をＵＥに送信するために使用される応答チャ
ネルは、ＰＤＣＣＨにおけるアップリンクスケジュール付与を送信するために使用される
物理チャネルの位置に基づくアップリンクスケジュール付与が送られる。一つの実施形態
において、ＵＬ　ＳＧをＵＥに送信するために使用される物理チャネルの第１のＣＣＥの
インデックスは、ＣＣＥポインタベースのＰＨＩＣＨ（応答）バンクで使用するための応
答チャネルを意味する。
【００４７】
　上述の例は、ダウンリンク送信に関して説明されたが、当業者は、それらがアップリン
ク通信に更に適用できることを認識するであろう。さらに、特許請求の範囲の主題は、任
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意のこれらの例に制限されないことや、電力状態メッセージによって提供される情報から
省電力を評価するために実行される他の技術とし得ることを理解されよう。
【００４８】
　様々な実施形態が例示され及び説明される一方で、特許請求の範囲の主題が制限されな
いことが明確になる。様々な改変、変更、変形物、置換及び等価物は、添付された特許請
求の範囲によって規定される本願発明の精神及び範囲から逸脱することなく当業者に想到
されよう。

【図１】
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